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重機に挟まり

重機の間に・・・首から下が挟まり
車両整備業の42歳男性死亡

キャリアダンプの修理中

何らかの原因でダンプが動き出し

付近に止まっていた重機との間に挟まれ
２０２５／５／２０（火）

２０日午前２時半ごろ、関係者から「車両整備業の男性（４２）がまだ帰宅し

てこない、連絡が取れない」と警察に通報がありました。

警察は同日午前８時ごろ、苫小牧市にある建設重機のレンタル会社の敷地

内で男性を発見。

男性は、大型重機と小型重機の間に首から下が挟まった状態で、その場

で死亡が確認されました。

男性は、この会社から重機の修理依頼を受けて、作業していたというこ

とです。

当時、キャリアダンプの修理作業をしていましたが、何らかの原因でダ

ンプが動き出し、付近に停車していた搭乗式清掃機の間に首から下が挟ま

れたとみられています。

警察によりますと、防犯カメラの映像などから男性は当時１人で作業をし

ていたとみられ、警察が事故の原因を詳しく調べています。


